
　２．東北（地域別調査機関：（財）東北開発研究センター）
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

良くなる 高級レストラン（経営
者）

・底固い感じがしており、あと数か月は良い状態が続く。企
業の業績が良くなり、いろいろな所にお金が回ってくる。

やや良くなる 商店街（代表者） ・底から抜け出た感じがする。社会的不安感は残るが、これ
より悪化する感じはない。

一般小売店［スポーツ
用品］（経営者）

・サッカー専門店なので、フットサルの需要がある程度見込
めるのと６月のワールドカップ本戦までの盛り上がりが少し
あるので、若干期待できる。

百貨店（広報担当） ・好況な流れが急激ではないことで、かえって堅調さが感じ
られる。さらに、12月のプロパーの販売時期に、店頭衣料品
部門のすべてが前年をクリアしている。今後初売り、冬のク
リアランス、梅春とこの流れが続くようであれば、回復基調
は順調に推移する。

百貨店（売場担当） ・これからセールが始まりかなりのにぎわいが出る。また、
春物が展開していくので、若い人などファッションに敏感な
客は景気の良し悪しに関係なく購入する。全般にお金を持っ
ていないわけではないという印象があり、欲しいものがあれ
ば購入するなど景気は上向いていく。

スーパー（経営者） ・昨年は新潟県中越地震の影響で自粛ムードが漂っていた
が、ボーナスも客の心理状態も好転し、販売量の動きも良い
ことから、今後大きな変動要因がなければ回復の方向に向か
う。

衣料品専門店（経営
者）

・昨年と比較して、雪が早く降り出し寒さも厳しくなってい
る。中綿コート関係が昨年よりも動きが良く売れているが、
全国的な大雪の影響で九州や四国方面にもコート関係が仕入
先から出て、商品が非常にタイトになってきている。商品が
確保できればそこそこの売上が見込める。

衣料品専門店（経営
者）

・低温状況が続いているが、例年になく春物の入荷予定に関
する問い合わせが多く、春物に期待がもてる。

乗用車販売店（経営
者）

・例年に比べ早い降雪で需要の後送り感がある。新型モデル
の発表、県内企業の業績向上による賞与の増加、大雪の年は
春先に車が良く売れるという経験則からそろそろ上向きに転
じる。

乗用車販売店（経営
者）

・３月から４月が年間で最大の需要期であり、現時点でも各
営業スタッフが見込み度の高い客を保有している。

自動車備品販売店（経
営者）

・大雪による特需で潤った業者もいるが、大雪による弊害を
受けた業者もある。全体でみれば需要期に冬物の需要があっ
たのでやや良くなる方向にある。

一般レストラン（経営
者）

・客の流れとしては、だんだん良くなっている。同業の話で
も悪い話は聞かれず、忘年会の季節でもあるが、忙しいとい
うことである。１月が忙しければかなり良くなる。

観光型旅館（経営者） ・１月～４、５月までバス会社の企画が複数入っている。早
めに土日中心にした入込を見極めて、土日以外と常連客、イ
ンターネットの客についても考えていきたい。夏秋以降、再
来年と早めの仕掛けが必要である。

通信会社（営業担当） ・客との商談時、首都圏の景気浮揚に期待している話が随所
に出ている。

住宅販売会社（従業
員）

・今期の受注予定が確定している。

変わらない 商店街（代表者） ・一般消費については、増税の影響でしばらく止まる。
商店街（代表者） ・今後、厳しい寒さが続くようであれば、人出に影響するこ

とが懸念される。
一般小売店［茶］（経
営者）

・勤務地が隣町であるが、合併せず、かなり経済的に苦しい
状況である。この寒い中で公舎内の燃料費カットなどでやり
くりが大変とのことである。近所ではこの苦境で自殺者が出
ている。良いニュースが欲しいが、この状況が続くと思うと
がっかりしている。

百貨店（売場主任） ・クリアランスセールなどセールは期待できるが、この寒さ
の影響でコートの品切れが心配される。春物展開などきちん
と打ち出し、目新しさを出していきたいが天候次第である。

百貨店（販促担当） ・総体的に各アイテムとも、プライスライン上限の物の動き
が目立つようになっている。逆に中間プライスからロープラ
イスの商品の売行きが非常に厳しい。

百貨店（経営者） ・冬のボーナスの支給状況は良いという話はあるが、税金に
関する問題等により、なかなか簡単には上昇しない。

家計
動向
関連



スーパー（経営者） ・大雪により、青果物を中心として値上がりし、全体の売上
を押し上げている。衣料品も寒さのために好調に推移してい
る。しかし、これは一過性のものであり、年明けには競合問
題、価格相場の下落があり、全体的には大きな変化はない。

スーパー（経営者） ・12月の異常な積雪で新潟県中越地震被災地の冬季復旧工事
が困難となっている。外部からの工事関係者がいったん引き
上げる可能性がある。

スーパー（店長） ・例年にない記録的な大雪の影響が心配される。具体的には
道路事情悪化による客足への影響、週末集中による平日の売
上低下、農産物価格高騰による消費への影響などがある。

スーパー（店長） ・寒波と雪の影響で、暖房費と被服費の支出が増え、買い控
え感が強く、ますます中央と地方の差が感じられる。この状
態はまだまだ続く。

スーパー（総務担当） ・今年は降雪量の増加で、除雪・排雪費用の負担が増加して
きた。家計をみると、１月からの所得税増税（定率減税廃
止）や通勤車両の燃料費・暖房用灯油コストアップ等が家計
負担を増しているので消費拡大はあまり期待できない。地方
は依然として厳しい経済環境にある。

衣料品専門店（経営
者）

・新しい年が来ると寒さが本格化し、本来なら冬物の一番売
れる時期であるが、バーゲンが始まっても購買意欲が低いの
でこのまま変わらない。

衣料品専門店（経営
者）

・３月には多少良くなると思いたいが、ここまで景気が冷え
込むと期待できない。

衣料品専門店（店長） ・セールを通して、一時的に売上高が回復することが予想さ
れるが、セール後を含めトータルでみると全体の数値はさほ
ど変わらない。

衣料品専門店（店長） ・春物の立ち上がりの時期になるが、暖かくなるのが早けれ
ばよいが、この大雪の様子だと春物もなかなか動きが鈍い。

家電量販店（従業員） ・年末から新年にかけてこのままの流れで推移する。春の需
要に向けて景気はこのままの流れで推移し、当店においても
来客数のほか、全て２けたの伸びとなっており、このままの
流れが変わることはない。

乗用車販売店（経営
者）

・客の買い控えや保有延長等により、また、軽自動車や中古
車への新車の移行が続き、市場もそう伸びることは期待され
ず、前年超えすら難しい状況である。

乗用車販売店（経営
者）

・１、２月もこのような大雪が続くと、仮に商談が成立して
も納車は３月の雪解けの時期になる。１、２月はほとんど登
録がなく厳しい状態となるが、しっかりと商談に対さなけれ
ばならない。

その他専門店［ガソリ
ンスタンド］（営業担
当）

・寒波の襲来が１月は続く見通しだが、それ以降は寒さが緩
むことによって、価格下落の可能性があり幾分見通しが不透
明である。いずれにしても、天候次第で需給状況が変動する
ため、現在の状況が多少ぶれながら推移していく。

その他飲食［弁当］
（スタッフ）

・現状の売上は非常に厳しく、この先も市内の空洞化現象が
継続することから、急激な景気の上向きはない。

都市型ホテル（スタッ
フ）

・新規受注の新年会は増加していたが、定例の大型新年会が
中止になるなど、現状は空回り状況である。

タクシー運転手 ・新規参入がますます増えており、客も減る、車が増えると
いう悪循環が続き、現在の収入と変わらない。

タクシー運転手 ・客の話を聞くと相変わらず求職者が多く、仕事がないとの
ことである。特に高齢者が働きたくても就職先がないとのこ
とである。これでは景気は良くならない。

テーマパーク（職員） ・今月は、企業努力（ＣＭ等）で計画数字をクリアしたが、
天候に左右されやすい施設のため、不安が残る。

遊園地（経営者） ・昨年３月は、寒波が居座って低調であったが、今年は春に
新しいアトラクションを導入することを計画しており、前年
を下回らない程度が見込まれる。

美容室（経営者） ・ここ６か月の客の動向からは、単価、来客数は前年割れの
状況が続く。景気に関しては良い話が聞かれるが、実態とし
ては良くなっていない。

住宅販売会社（従業
員）

・建築構造計算書偽装問題の影響もあり、客の買い控え傾向
が感じられ、上昇の兆しはない。

やや悪くなる 商店街（代表者） ・積雪による客足の伸び悩みや商品の配送の遅れが目立って
おり、今年の冬の景況は前年を下回ることが懸念される。

一般小売店［書籍］
（経営者）

・今年の冬は何十年振りの大雪で客足がガタ落ちである。文
庫など安価な商品でヒット作の発売予定もあるが、全体の底
上げまでは期待できない。



一般小売店［雑貨］
（企画担当）

・降雪量が多いので、１月分の商品まで買われている状況で
ある。したがって、春の到来が遅いと１、２月は厳しい。

スーパー（経営者） ・このまま寒い冬が続くと灯油などの値上げによりやや悪く
なる。

スーパー（経営者） ・暖冬が一変して寒い冬になり、12月でも記録的雪が降って
いる。灯油高、ガソリン高に伴う支出が増える。

スーパー（店長） ・暖冬から一変して大雪となり、野菜の高騰、日常生活の不
便さから消費に影響が現れる。

コンビニ（経営者） ・12月の延長で推移する。１、２月は天候が悪く、来客数が
伸びない。

衣料品専門店（店長） ・成人式マーケットがスタートしているが、これからのフ
レッシュマンも含めたマーケットが減少していることと価格
面でのシビアさが続いており、苦戦する。

住関連専門店（経営
者）

・いろいろな税金の負担増があり、テレビのデジタル化に予
算が取られている。

その他専門店［靴］
（経営者）

・全国的な大雪により冬物商品が手に入らなくなっている。

その他専門店［ガソリ
ンスタンド］（営業担
当）

・いかなる商品もかなり価格が上がっており、灯油も目先の
分からない状況となっており、買い控えがかなり増える。

観光型ホテル（経営
者）

・現在、予約入込客数が前年に比べ非常に悪い。特に良くな
る要素は何もない。

都市型ホテル（経営
者）

・市内には新しいホテルが次々と開業している。また、建築
中や建設予定のホテルも多数ある。宿泊料金の値上げは非常
に難しく、逆に団体の場合は値引きを要求される。新年会な
どの予約状況は、前年と同様の感があるが、来年度の大口と
の取引では相見積の場合が以前よりも多く、料金を下げない
と商談の成立が難しくなっている。現在の経済状況では、買
い手市場となっているので、料金の増は非常に難しい状況と
なる。

都市型ホテル（スタッ
フ）

・年末の羽越線事故と、温泉街の死亡事故のマイナスイメー
ジが懸念される。鉄道での旅行の取り止めや事故による自粛
が考えられる。

観光名所（職員） ・フリーの個人客が減少している。光熱費と除雪費負担が大
きくとても旅行までお金が回らない状況である。

悪くなる ○ ○
良くなる － －
やや良くなる 繊維工業（総務担当） ・今冬の厳しい寒波のため、衣料品全般の売行きが良くな

り、在庫の軽減につながり、来年の秋冬物の企画に弾みがつ
く。

出版・印刷・同関連産
業（経営者）

・年度末で、受注量の増が期待できるが、役所については予
算削減で昨年よりも発注量が減るので、必ずしも楽観的では
ない。

建設業（経営者） ・季節的なことも若干あるが、最近は工事の問い合わせや予
約などが出てきている。

広告業協会（役員） ・春先に向けての広告キャンペーンが２～３の業種ではある
が展開するなど、明るい話題が出てきている。

その他非製造業［飲食
料品卸売業］（経営
者）

・焼酎ブームが一段落している。首都圏中心に日本酒が回復
基調である。来年は日本酒の企画商品が多く、実績増が見込
める。

変わらない 食料品製造業（経営
者）

・１月中旬から、対スーパーとの春夏商品に関する商談が始
まるが、原料高騰の中で更に厳しい価格競争となる。

食料品製造業（経営
者）

・来年３月頃までではまだ原料不足が解決しない。今回の条
件では、牛タンの材料がＢＳＥ問題発生前の十分にあった時
期の５％くらいしか充足できず、原料不足が解決しない限り
牛タン業界の中では景気の回復はない。

電気機械器具製造業
（経営者）

・年度末にかけて、受注量が若干増加する傾向であるが、社
員を増やして対応するのではなく、人材派遣で対応する傾向
にある。各企業の生産能力が縮小傾向にある中で、急激な増
産の対応は難しい。

建設業（企画担当） ・物件数が確実に増えており、また、今後の受注件数も確実
に増える見込みにある。ただし、損益ベースでは非常に厳し
い内容が多い。建築構造計算書偽装問題から、工事及び設計
を中小から大手ゼネコンへ依頼する傾向が出始めているが、
コスト的には依然厳しい。

輸送業（経営者） ・軽油価格は落ち着いてきたものの高止まりであり、今後も
この傾向は変わらない。また、依然大口荷主の物流費見直し
作業が進められている。

企業
動向
関連



輸送業（従業員） ・製造業の輸出が鈍化気味である。
コピーサービス業（経
営者）

・２、３か月前の売上から大きくぶれることはなくなってい
る。特に大きな案件はなく、今期の売上の平均で推移してい
く。

やや悪くなる 農林水産業（従業者） ・輸入農産物の拡大の恐れがある。
土石製品製造販売（従
業員）

・１、２月は手持ち工事量が少なく、財政難から年度末工期
の工事発注も期待できない。

司法書士 ・平成18年度税制改正により、不動産取引に関連する登記費
用などの負担増が予想され、取引が停滞する。

悪くなる 農林水産業（従業者） ・今年の果実全般の販売価格が低迷したので、農協が生活資
金を低金利で貸付けする通知を全農家に出した。

良くなる ○ ○
やや良くなる 人材派遣会社（社員） ・例年をやや上回りそうな年度末対応の注文がある。例え

ば、国の入札業務を落札した情報処理企業からの入力オペ
レーターの注文などがある。

人材派遣会社（社員） ・年明けは急に動くことはないが、２月以降の案件が既に発
生しており、紹介予定派遣の引き合いもどんどん増えてきて
いるため年明けからの人選及び確保に力が入る。

人材派遣会社（社員） ・今の大学４年生で2006年３月卒の新卒採用を未だに継続し
ており、新卒で採用し切れなかった分を中途採用で補う企業
が12月に多く出ている。

新聞社［求人広告］
（担当者）

・県内の景況については、底入れ感が見え始めた。個人消
費、雇用所得環境に若干の改善がみられる。特に、大型小売
店の一部の売上で下げ止まりの兆しがみられ、家電量販店は
テレビが好調で、気温の低下に伴う暖房器具の売上が堅調で
ある。製造業ではＩＴ関係の在庫調整が進み回復基調であ
り、自動車関連は新型車生産開始による増産などで好調であ
る。

変わらない 人材派遣会社（社員） ・１年前からやや良い状態が続いている。企業からは長期的
に計算の立つ優秀な人材が求められ、市場にはそういう人材
が不足している。それなりの人材なら売手市場がずっと続い
ている。

新聞社［求人広告］
（担当者）

・今年４月以降の求人広告件数は、前年に比べて96％であ
る。パートやアルバイトの求人が依然として多く、この傾向
は今後も続く。

職業安定所（職員） ・求人増の中身の大半が、製造業の下請の求人に偏ってい
る。

職業安定所（職員） ・求人は９月まで11か月連続で２けたの増加で推移してきた
が、ここにきて大きな増加がみられない。原油価格高騰は直
接雇用には影響していない。求職者は、大型スーパーの店舗
閉鎖により、大幅な増加が懸念されたが、アルバイト従業員
が多かったことから、雇用情勢に大きな影響を与えるほどの
増加に至っていない。

職業安定所（職員） ・派遣請負等の非正規型雇用求人の占める割合が依然として
高い。即戦力志向も強く、求人倍率は改善傾向にあるが、再
就職するには厳しい面もうかがえる。

職業安定所（職員） ・大雪による除雪関連の求人が一時的に増加するが、常用雇
用には結びつかない。

やや悪くなる 新聞社［求人広告］
（担当者）

・首都圏と地方の格差がいろいろな業種において明確になっ
ている中で、最も裾野の広い業種である不動産関連業種に耐
震強度偽装問題等による大きな打撃があり、この影響はまだ
まだ続くことから、先行きは不安な状況である。

職業安定所（職員） ・事業所閉鎖や事業縮小に伴う離職が増加傾向にあり、地元
企業からの新規求人の増加がみられない。

悪くなる アウトソーシング企業
（社員）

・県内に市町村合併があり、間違いなく仕事量が減るため雇
用に影響する。

雇用
関連


